
接種区では発根促進
が誘導され、土壌の
肥料成分を効率的に
吸収する。
その結果、有効茎数
が増加する。

苗箱に施用することで、本田での増収減肥効果を誘導。接種効果が発
現すると慣行施肥条件では、10～30％の玄米収量の増加となる。
福島県二本松市の認定農業者の大野達弘氏は、本技術開発に参加いた
だき、ここ数年は10アール当たり約17％の玄米収量の増加技術を完成
させた。その結果、ヘクタール当たり900Kg前後の増収となっている。

TUAT-1株の製剤化に成功。
微生物資材としては画期的な、室温で1年
以上の活性が保持される（普通の微生物
資材の品質保証は3ヶ月前後です）。

バチルス属プミルス種

先進的なバイオ肥料（ゆめバイオ）利用技術開発

1．特性解明
2．農業技術としての展開

朝日アグリア（株）が「ゆめバイ
オ」として製造し、全農やホクレン
から2021年の水稲の苗作り用微生
物資材として本格的に販売される

3．社会実装
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水稲育苗時の施用法

具体的な施用技術

いなほN無肥料培土使用時の
「ゆめバイオ」層状施用の手順

A：床土充填、
B：「ゆめバイオ」層状施用、
C：種籾播種、
D：覆土

いなほN無肥料培土使用時の
「ゆめバイオ」覆土混和施用の手順

A：「ゆめバイオ」覆土混和、
B：床土充填、
C：種籾播種、
D：覆土

層状施用法 覆土施用法

Winら 2018



いなほN無肥料培土使用時の「ゆめバイオ」層状施
用による水稲への施用効果

いなほN無肥料培土使用時の「ゆめバイオ」覆土
混和による水稲への施用効果

「ゆめバイオ」施用効果に及
ぼす施用方法の違いの影響



ロックウールマットでの施用効果

「ゆめバイオ」無施用 「ゆめバイオ」施用

育苗培地素材のウレタンが見
えている

育苗培地素材のウレタンが発
根促進による多数の根で覆わ
れて見えなくなっている



福島県二本松市針道地区農家圃場での農業共済組合による「ゆめ
バイオ」の使用の有無による収量調査

「ゆめバイオ」施用区

「ゆめバイオ」無施用：498Kg/10a

「ゆめバイオ」層状施用：584Kg/10a

水稲苗の育苗時の「ゆめバイオ」の層状施用は、ヘクター
ル当たり玄米収量を860 kg (17.3%) 増加させた.

2017年

2018年は「ゆめバイオ」施用で、590Kg/10aとなった


